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熊本地震における
ＮＴＴ西日本の対応について
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地震規模と被害状況



4熊本地震の概要

【前震】
発生日時：4月14日（木）21時26分
震源地：熊本県熊本地方（北緯32°44、東経130°48）
震源の深さ：11ｋｍ
地震の規模：マグニチュード6.5
＜各地の震度＞
震度7 益城町
震度6弱 玉名市、西原村、宇城市、熊本市

【本震】
発生日時：4月16日（土）01時25分
震源地：熊本県熊本地方（北緯32°45、東経130°45）
震源の深さ：12ｋｍ
地震の規模：マグニチュード7.3
＜各地の震度＞
震度7 西原村、益城町
震度6強 南阿蘇村、菊池市、宇土市、大津町、嘉島町、
宇城市、合志市、熊本市

（気象庁ＨＰより）

平成28年4月14日、4月16日に震度7を記録した熊本地震において、人的被害・建物被害・ライフライン等において
甚大な被害を受けた。
【死者】110人(地震直接：50人、震災関連死：60人） 【負傷者】2,479人
【避難者】最大183,882人（4月17日ピーク時）
【全壊】8,264棟 【半壊】30,835棟 【一部損壊】133,186棟 （平成28年10月18日現在）
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ＮＴＴ設備の被災状況



6通信設備被災状況概要

電柱や架空・地下ケーブルの
被災が多数発生

【ケーブル・引込線】
約1,000箇所被災（5/24現在）

【電柱】
約1,400本被災（5/24現在）

【中継ルート】
9区間が被災
立野で通信孤立

アクセス系設備 ネットワーク系設備・交換機等お客さま宅

電柱

管路
マンホール

地下ケーブル

架空ケーブル引込み線

通信ビル 通信ビル

交換機・
ルータ等

中継
ケーブル

交換機・
ルータ等

◆被災箇所のイメージ図◆

中継ケーブルの被災が
複数発生

立野地区での道路崩壊、地下管路損傷

益城町での電柱倒壊
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(１)NW系 主なサービス影響：約２,１００回線 停電ビル：４２ビル

(2)AC系

き線点RSBM ：約 ６００回線（５基）
ユーザRSBM ：約 ４００回線（８基）

被災数 内訳

電柱 1,381本
倒壊 折損 傾斜

72本 83本 1,226本

ケーブル 628条
ケーブル断 垂下り

141条 487条

引込線 356条
ケーブル断/垂下り

356条

（3)宅内 宅内系 故障修理：約10,000件

通信設備被災状況

（H28.5月末状況）
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地震発生直後の対応
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桜町ビル８Ｆ災対室
（H28.4.15 8時頃）

熊本災害対策本部の設置について
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◆平成２８年４月１４日（前震）においては、桜町ビル８Ｆの災害対策室を利用できたが、４月１６日
（本震）においては、安全面を考慮し、桜町ビル１Ｆに移動した。

【前震発生後】 【本震発生後】

桜町ビル１Ｆ災対室
（H28.4.18 20時頃）
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各種復旧対応
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場所：山鹿ビル

全国各地からの支援

場所：熊本LMCビル

熊本へ向けて、全国各地から応援が駆けつけた。

◆熊本へ向けて全国各地より応援が駆けつけた。
◆故障修理支援班の拠点を山鹿ビルに設置し、統制・現場対応等全て支援班で実施。
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H28.4.24 場所：熊本
〈参考〉復旧現場写真（架空設備復旧）
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トロッコに乗せ光ケーブル敷設

敷設した
ケーブル

トロッコ

安全帯使用

鉄橋上での敷設作業

【参考】復旧現場写真（立野～南阿蘇の応急復旧ケーブル敷設状況）



14代替通信手段の提供

サービス 支援内容
災害用伝言ダイヤル
（171）

九州全域（沖縄除く）において開設
総アクセス件数： ７８，１００件（H28.4.14 ～5.31）

災害用伝言板
（web171） 総アクセス件数：１６２，３００件（H28.4.14 ～5.31）

避
難
所
へ
の
通
信
手
段
提
供

特
設
公
衆
電
話

事前設置 ６箇所6回線

事後設置 ３７箇所５２回線

ポータブル
衛星 １０箇所４３台

衛星携帯 ２０箇所２６台

特設公衆Wi-Fi １９箇所２１台

公衆電話の無料化 熊本：H28.4.16 7時50分時～H28.4.29 0時0分
大分：H28.4.16 19時30分～4.23 0時0分
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今後に向けて
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2016年 2017年 2018年 2019年

ひと しごと

まち

被災者に寄り添う支援と
安心・安全な生活

次世代へ継承する
観光復興、産業活性化

将来を見据えた社会基盤
（交通インフラ等）の強靭化

健康管理/健康相談、行政情報配信、見
守り、防犯、行政手続き効率化

観光資源の再生・復興、外国人観光客の誘客、
MICE・ワールドカップの最大限の活用

被災インフラ（交通、水道等）・防災基盤の点検、
強化、復興、地域文化の再生

今後の復興対処等

復興復旧

熊本地震からの復興に向けては、単なる復旧にとどまらず、
ICTを活用した「まち・ひと・しごと」の復興に貢献をしていく。

http://2.bp.blogspot.com/-RYqWn3FWKRc/U9zB4QPEqaI/AAAAAAAAjpY/Fe-N_ez8EOg/s800/shinpai_obaasan.png
http://2.bp.blogspot.com/-RYqWn3FWKRc/U9zB4QPEqaI/AAAAAAAAjpY/Fe-N_ez8EOg/s800/shinpai_obaasan.png
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